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（
委
員
の
任
命
）

第
八
条

委
員
は
、
農
業
に
関
す
る
識
見
を
有
し
、
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
の
農

業
委
員
会
の
所
掌
に
属
す
る
事
項
に
関
し
そ
の
職
務
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
者
の
う
ち
か
ら
、
市
町
村
長

が
、
議
会
の
同
意
を
得
て
、
任
命
す
る
。

２

委
員
の
定
数
は
、
農
業
委
員
会
の
区
域
内
の
農
業
者
の
数
、
農
地
面
積
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
政
令
で
定

め
る
基
準
に
従
い
、
条
例
で
定
め
る
。

３

前
項
の
定
数
の
変
更
は
、
委
員
の
任
期
満
了
の
場
合
で
な
け
れ
ば
、
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

４

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
委
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一

破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て
復
権
を
得
な
い
者

二

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で

の
者

５

市
町
村
長
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
委
員
の
任
命
に
当
た
つ
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
が
委
員
の
過
半

数
を
占
め
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
区
域
内
に
お
け
る
認
定
農
業
者
（
農
業
経
営
基
盤

強
化
促
進
法
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
農
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）が
少
な
い
場
合
そ
の
他
の
農
林

水
産
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

認
定
農
業
者
で
あ
る
個
人

二

認
定
農
業
者
で
あ
る
法
人
の
業
務
を
執
行
す
る
役
員
又
は
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
使
用
人

６

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
市
町
村
長
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
委
員
の
任
命
に
当
た
つ
て
は
、
農
業
委

員
会
の
所
掌
に
属
す
る
事
項
に
関
し
利
害
関
係
を
有
し
な
い
者
が
含
ま
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

市
町
村
長
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
委
員
の
任
命
に
当
た
つ
て
は
、
委
員
の
年
齢
、
性
別
等
に
著
し
い
偏
り

が
生
じ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
情
報
の
公
表
）

第
三
十
七
条

農
業
委
員
会
は
、
そ
の
運
営
の
透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
の
状
況
そ
の
他
農
業
委
員
会
に
お
け
る
事
務
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
関
係
行
政
機
関
等
に
対
す
る
農
業
委
員
会
の
意
見
の
提
出
）

第
三
十
八
条

農
業
委
員
会
は
、
そ
の
所
掌
事
務
の
遂
行
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
知
見
に
基
づ
き
、
農
地
等
の
利
用
の

最
適
化
の
推
進
に
関
す
る
事
項
に
関
す
る
事
務
を
よ
り
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
関
す
る
施
策
（
以
下
「
農
地
等
利
用
最
適
化
推
進
施
策
」
と

い
う
。）を
企
画
立
案
し
、
又
は
実
施
す
る
関
係
行
政
機
関
又
は
関
係
地
方
公
共
団
体
（
以
下「
関
係
行
政
機
関
等
」

と
い
う
。）に
対
し
、
農
地
等
利
用
最
適
化
推
進
施
策
の
改
善
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
意
見
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２

前
項
の
関
係
行
政
機
関
等
は
、
農
地
等
利
用
最
適
化
推
進
施
策
の
企
画
立
案
又
は
実
施
に
当
た
つ
て
は
、
同
項

の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
意
見
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
九
条
第
一
項
中
「
行
う
」
を
「
遂
行
す
る
」
に
、「
耕
作
者
」
を
「
農
業
者
」
に
、「
関
係
人
」
を「
関
係
者
」

に
改
め
、「
又
は
委
員
」
の
下
に
「
、
推
進
委
員
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
委
員
」
の
下
に
「
、
推
進
委
員
」
を

加
え
、「
証
票
」
を
「
証
明
書
」
に
、「
呈
示
し
な
け
れ
ば
」
を
「
提
示
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
五
条

と
す
る
。

第
二
十
八
条
中
「
定
が
」
を
「
定
め
が
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
四
条
と
す
る
。

第
二
十
七
条
中
「
会
長
は
」
の
下
に
「
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
」
を
加
え
、「
作
製
し
、
こ
れ

を
縦
覧
に
供
さ
な
け
れ
ば
」
を
「
作
成
し
、
こ
れ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
公
表

し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
三
条
と
し
、
第
二
十
六
条
を
第
三
十
二
条
と
す
る
。

第
二
十
五
条
を
削
り
、
第
二
十
四
条
を
第
三
十
一
条
と
す
る
。

第
二
十
三
条
中
「
及
び
部
会
」
の
下
に
「
の
会
議
」
を
加
え
、「
決
す
る
。」を
「
決
し
、」に
改
め
、
同
条
を
第
三
十

条
と
す
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
第
十
九
条
」
を
「
第
十
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、「
当
該
」
を
削
り
、同
条
第
二
項
中「
何

時
で
も
」
を
「
い
つ
で
も
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
部
会
に
」
を
「
部
会
の
会
議
に
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二

十
八
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
九
条

市
町
村
長
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
委
員
を
任
命
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
農
林
水
産
省
令
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
農
業
者
、
農
業
者
が
組
織
す
る
団
体
そ
の
他
の
関
係
者
（
第
十
九
条
第
一

項
に
お
い
て
「
農
業
者
等
」
と
い
う
。）に
対
し
候
補
者
の
推
薦
を
求
め
る
と
と
も
に
、
委
員
に
な
ろ
う
と
す
る
者

の
募
集
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

市
町
村
長
は
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
推
薦
を
受
け
た
者
及
び
同
項

の
規
定
に
よ
る
募
集
に
応
募
し
た
者
に
関
す
る
情
報
を
整
理
し
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

市
町
村
長
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
委
員
の
任
命
に
当
た
つ
て
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
推
薦
及
び

募
集
の
結
果
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
委
員
の
任
期
）

第
十
条

委
員
の
任
期
は
、
三
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
補
欠
の
委
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

２

委
員
は
、
そ
の
任
期
満
了
後
も
後
任
の
委
員
が
就
任
す
る
ま
で
は
、
な
お
そ
の
職
務
を
行
う
。

３

委
員
は
、
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
条
の
二
を
削
る
。

第
十
一
条
及
び
第
十
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
委
員
の
罷
免
）

第
十
一
条

市
町
村
長
は
、
委
員
が
心
身
の
故
障
の
た
め
職
務
の
執
行
が
で
き
な
い
と
認
め
る
場
合
又
は
職
務
上
の

義
務
に
違
反
し
た
場
合
そ
の
他
委
員
た
る
に
適
し
な
い
非
行
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、議
会
の
同
意
を
得
て
、

こ
れ
を
罷
免
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

委
員
は
、
前
項
の
場
合
を
除
き
、
そ
の
意
に
反
し
て
罷
免
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。

（
委
員
の
失
職
）

第
十
二
条

委
員
は
、
第
八
条
第
四
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
職
を
失
う
。

第
十
三
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で
を
削
る
。

第
十
六
条
中
「
又
は
会
長
」
を
削
り
、「
と
き
は
、」の
下
に
「
市
町
村
長
及
び
」
を
、「
得
て
」
の
下
に
「
委
員
を
」

を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

会
長
は
、
正
当
な
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
農
業
委
員
会
の
同
意
を
得
て
会
長
を
辞
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
六
条
を
第
十
三
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
委
員
の
秘
密
保
持
義
務
）

第
十
四
条

委
員
は
、
職
務
上
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
職
を
退
い
た
後
も
、同
様
と
す
る
。

第
十
七
条
を
削
る
。

第
十
八
条
中
「
農
業
委
員
会
の
」
を
削
り
、
同
条
を
第
十
五
条
と
す
る
。

第
三
章
か
ら
第
五
章
ま
で
を
削
る
。

第
三
十
五
条
第
一
項
中
「
地
方
自
治
法
」の
下
に「（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）」を
加
え
、「
、
区
」を「
区
」

に
、「
こ
れ
」
を
「
、
こ
れ
」
に
改
め
、
第
二
章
中
同
条
を
第
四
十
一
条
と
す
る
。

第
三
十
三
条
及
び
第
三
十
四
条
を
削
り
、
第
三
十
二
条
を
第
四
十
条
と
し
、第
三
十
一
条
を
第
三
十
九
条
と
す
る
。

第
三
十
条
の
見
出
し
を「（
公
簿
の
閲
覧
等
）」に
改
め
、
同
条
中
「
の
委
員
」
の
下
に「
、
推
進
委
員
」を
加
え
、「
つ

い
て
」
を
「
対
し
」
に
、「
行
う
」
を
「
遂
行
す
る
」
に
、「
又
は
謄
写
」
を
「
若
し
く
は
謄
写
又
は
そ
の
謄
本
若
し
く

は
抄
本
若
し
く
は
登
記
事
項
証
明
書
の
交
付
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
六
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加

え
る
。
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